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特 集 地方から、再生ものづくり日本

形
大
学
メ
ソ
ッ
ド
）
を
元
に
、
東
京
大
学
も

の
づ
く
り
経
営
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
多
彩

な
講
師
陣
を
加
え
て
、
講
義
と
現
場
改
善
実

習
に
よ
り
、
も
の
づ
く
り
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
と
し
て
必
要
な
基
礎
知
識
と
実
践
力
を
学

び
ま
す
。

②
地
域
に
お
け
る

シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
役
割

 

シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
地
方
自
治
体
、

関
係
機
関
、
金
融
機
関
及
び
地
域
中
小
企
業

１ 

は
じ
め
に

　

経
済
産
業
省
が
２
０
１
５
年
度
か
ら
展
開

す
る「
も
の
づ
く
り
カ
イ
ゼ
ン
国
民
運
動
」は
、

各
地
域
に
、
も
の
づ
く
り
企
業
Ｏ
Ｂ
な
ど
を
、

カ
イ
ゼ
ン
活
動
の
指
導
者
（
カ
イ
ゼ
ン
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）
と
し
て
養
成
す
る
「
カ
イ

ゼ
ン
ス
ク
ー
ル
」
を
設
置
し
、
地
元
の
中
小

企
業
な
ど
に
「
カ
イ
ゼ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
」
を
派
遣
し
て
、
現
場
の
生
産
性
向
上
を

図
ろ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。
現
在
は
山

形
県
米
沢
市
、
新
潟
県
長
岡
市
、
群
馬
県
、

滋
賀
県
野
洲
市
に
地
域
ス
ク
ー
ル
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
程
、
山
形
大
学
が
主
催
す
る
も
の
づ

く
り
シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
ス
ク

ー
ル
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内

容
報
告
と
労
働
組
合
活
動
で
の
活
用
の
意

義
に
つ
い
て
考
察
い
た
し
ま
す
。

２ 

も
の
づ
く
り
シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
養
成
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

①
シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

養
成
ス
ク
ー
ル
の
目
的

　

シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
ス
ク
ー

ル
で
は
、
も
の
づ
く
り
企
業
の
O
B
人
材
や

ベ
テ
ラ
ン
人
材
を
対
象
に
、
経
営
視
点
で
の

「
顧
客
に
向
け
た
価
値
の
流
れ
づ
く
り
」
を

身
に
つ
け
て
、
他
企
業
や
他
業
種
の
経
営
革

新
・
生
産
革
新
を
指
導
出
来
る
専
門
家（
も

の
づ
く
り
シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）
と

し
て
養
成
し
ま
す
。
山
形
大
学
の
実
践
的
な

人
材
育
成
・
活
用
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
（
山

も
の
づ
く
り
シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

養
成
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
て
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参
加
者
は
企
業
経
営
者
、
企
業
幹
部
O
B
、

企
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
企
業
現
役
従
業
員
、

銀
行
マ
ン
、
山
形
大
学
関
係
者
な
ど
な
ど
、

多
彩
な
現
場
改
善
の
中
心
を
担
う
方
々
で

す
。
私
は
電
機
連
合
か
ら
の
参
加
と
い
う
事

で
当
然
な
が
ら
労
働
組
合
で
の
参
加
は
初
め

て
で
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
労
働
組
合
が

な
ぜ
参
加
し
た
の
？
」
と
い
う
お
尋
ね
も
あ

り
ま
し
た
が
、「
労
働
組
合
も
経
営
者
も
会

社
を
良
く
し
て
い
く
と
い
う
目
的
は
同
じ
で

あ
り
、
労
働
組
合
は
会
社
へ
の
経
営
提
言
を

通
し
て
現
場
の
意
見

反
映
や
社
会
貢
献
に

向
け
た
提
案
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
労
働

組
合
と
し
て
よ
り
良

い
経
営
提
言
や
現
場

改
善
を
す
る
た
め
に

参
加
し
ま
し
た
」
と

答
え
て
皆
さ
ん
に
納

得
し
て
頂
き
ま
し
た

　

シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
養
成
ス
ク

ー
ル
の
「
も
の
づ
く

り
概
論
」
に
お
い
て

は
、
東
京
大
学
も
の

づ
く
り
経
営
研
究
セ

ン
タ
ー
の
藤
本
教
授

が
提
唱
す
る
「
良
い

設
計
よ
い
流
れ
」
を

中
心
に
、
企
業
論
、

の
要
請
を
受
け
て
、
地
域
中
小
企
業
の
経
営

革
新
・
生
産
革
新
の
指
導
を
行
い
、
企
業
収

益
の
大
幅
な
改
善
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、

雇
用
確
保
や
企
業
の
成
長
を
促
進
し
ま
す
。

③
シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
養
成
ス
ク
ー
ル
の
内
容

　

山
形
大
学
も
の
づ
く
り
シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
養
成
ス
ク
ー
ル
で
は
、
企
業
の
開

発
設
計
か
ら
製
造
・
物
流
ま
で
、
顧
客
に
向

け
た
流
れ
全
体
を
俯
瞰
し
た
上
で
、
経
営
革

新
・
生
産
革
新
に
必
要
な
知
識
を
習
得
し
、

実
際
の
地
域
企
業
で
収
益
性
悪
化
要
因
を
発

見
し
、
改
善
策
を
検
討
す
る
現
場
改
善
実
習

を
行
い
ま
す
。

　

内
容
と
し
て
は
、
企
業
経
営
を
改
善
す
る

た
め
の
座
学
と
し
て
、
も
の
づ
く
り
の
基
本

概
念
・
企
業
経
営
戦
略
論
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
論
な
ど
か
ら
な
る
「
も
の
づ
く
り
概
論
」、

も
の
づ
く
り
現
場
の
よ
い
流
れ
づ
く
り
を
行

う
座
学
と
し
て
、
バ
リ
ュ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
マ
ッ

プ
活
用
術
・
企
業
会
計
論
・
現
場
改
善
論
な
ど

か
ら
な
る
「
現
場
改
善
論
」、
そ
し
て
学
ん
だ

こ
と
を
ベ
ー
ス
に
実
際
の
現
場
を
訪
問
し
、
現

場
改
善
を
提
言
す
る
「
現
場
改
善
実
習
」
の

三
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
１
参
照
）

④
シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
養
成
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
て

　

シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
ス
ク
ー

ル
は
2
0
1
4
年
10
月
７
日
の
開
校
式
か
ら

2
0
1
5
年
１
月
27
日
の
修
了
式
ま
で
、
毎

週
火
曜
日
に
合
計
14
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

経
営
論
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
、
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
論
、
品
質
管
理
論
を
学
び
ま
す
。
こ

こ
で
感
じ
た
の
は
、
経
営
者
や
経
営
幹
部
の

立
場
の
方
々
が
こ
の
様
な
も
の
づ
く
り
概
論

を
学
ぶ
機
会
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
、
そ
し

て
、
労
働
組
合
の
経
営
提
言
活
動
に
お
い
て

こ
れ
ら
の
理
論
が
と
て
も
役
立
つ
と
い
う
こ

と
で
す
。「
も
の
づ
く
り
概
論
」
を
多
く
の
経

営
者
が
学
ん
で
実
践
し
、
ユ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ

ー
も
そ
の
知
識
を
習
得
し
て
経
営
提
言
を
行

え
ば
、
経
営
力
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
て
の
講
義
の
中
で
、
頻
繁
に
出

て
き
た
こ
と
は
、「
大
切
な
の
は
『
人
（
従
業

員
）』
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
も
『
人
』
を
ベ
ー
ス
と
し
た
組
織

で
あ
る
労
働
組
合
の
役
割
は
大
き
い
と
感
じ

ま
し
た
。

　
「
現
場
改
善
論
」
で
は
、
現
場
改
善
の
中

核
と
な
る
「
も
の
と
情
報
の
流
れ
図
（
バ
リ

ュ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
マ
ッ
プ 

V
S
M
）」（
図
２
）、

生
産
革
新
論
、J
コ
ス
ト
論
、
管
理
会
計
論
、

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
基
本
な
ど
、
現
場
改

善
指
導
を
行
う
た
め
の
理
論
を
学
び
ま
す
。

こ
こ
で
感
じ
た
の
は
、
全
体
最
適
の
重
要
性

と
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
手
法
（
V
S
M
）

が
現
場
改
善
に
と
て
も
効
果
的
で
あ
る
こ
と
、

J
コ
ス
ト
や
管
理
会
計
が
ま
だ
ま
だ
日
本
に

は
浸
透
せ
ず
、
ど
ん
ぶ
り
勘
定
の
経
営
が
多

い
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
日
本
の
現
場
は
ま

だ
ま
だ
改
善
余
力
が
あ
る
宝
の
山
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
座
学
を
学
び
、い
よ
い
よ
「
現
場

改
善
実
習
」
に
入
り
ま
す
。
現
場
改
善
実
習

は
１
グ
ル
ー
プ
６
名
程
度
の
３
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
装
置
組
立
工
場
、
電
子
機
器
組
立

工
場
、
印
刷
工
場
の
現
場
改
善
に
あ
た
り
ま

し
た
。
私
は
米
沢
市
内
に
あ
る
電
子
機
器
組

立
工
場
を
担
当
し
ま
し
た
。
こ
の
工
場
は
従

業
員
3
0
0
名
強
の
中
堅
企
業
で
す
。

　

現
場
改
善
は
会
社
内
容
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
次
に
工
場
全
体
の
視
察
と
改

善
対
象
の
選
定
を
し
た
上
で
、
①
改
善
対
象

図 2　基本ツール：Value Stream Map（ものと情報の流れ図）

資料出所：山形大学国際事業化研究センター作成資料（2013/4/23現在） 
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特 集 地方から、再生ものづくり日本

の
も
の
と
情
報
の
流
れ
図
（
バ
リ
ュ
ー
ス
ト

リ
ー
ム
マ
ッ
プ 

V
S
M
）
の
作
成
と
課
題
兆

候
の
摘
出
と
ま
と
め
、
②
V
S
M
と
課
題
兆

候
を
基
に
し
た
重
点
課
題
の
摘
出
、
③
重
点

課
題
工
程
の
深
掘
（
動
作
分
析
、
部
材
移
動

距
離
分
析
な
ど
）を
し
て
、
④
改
善
策
の
立
案

と
検
証
を
行
っ
た
後
に
、
改
善
提
案
の
作
成

を
行
い
、
対
象
企
業
様
に
提
案
し
ま
す
。
私

た
ち
が
行
っ
た
改
善
提
案
で
は
、
生
産
リ
ー

図 3

ド
タ
イ
ム
の
75
％
短
縮
、
作
業
員
２
名
の
活

人
化
、
部
材
移
動
距
離
の
大
幅
削
減
が
達
成

で
き
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

も
の
づ
く
り
シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
活
用

に
よ
る
現
場
改
善
提
案
に
よ
り
、
大
幅
な
改

善
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

３ 

も
の
づ
く
り
シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
養
成
ス
ク
ー
ル
の

労
働
組
合
活
動
で
の
活
用

　

日
本
の
も
の
づ
く
り
産
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
１
９
９
０
年
代
の
世
界
経
済
の
ボ
ー

ダ
レ
ス
化
に
よ
り
、
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
大
き

く
激
し
く
変
化
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
様
な
中
で
企
業
に
は
常
に
正
し
い
経
営

判
断
と
不
断
の
経
営
改
革
が
求
め
ら
れ
、
経

営
判
断
の
ミ
ス
が
企
業
の
浮
沈
に
直
ぐ
に
結

び
つ
く
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の

生
活
の
糧
と
な
る
雇
用
を
長
期
的
に
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
企
業
を
永
続
的
に
発
展
さ

せ
て
い
く
事
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

労
使
で
知
恵
を
出
し
、
良
い
強
い
経
営
、
良

い
強
い
現
場
に
よ
り
、
良
い
強
い
会
社
を
創

っ
て
い
く
事
が
大
切
で
す
。

　

良
い
強
い
経
営
と
良
い
強
い
現
場
を
つ
く

る
う
え
で
大
切
な
労
働
組
合
の
活
動
は
、
経

営
と
現
場
カ
イ
ゼ
ン
を
中
心
と
し
た
経
営
提

言
に
よ
る
経
営
対
策
活
動
で
す
。

　

平
成
25
年
版
通
商
白
書
に
よ
る
と
日
本

の
製
造
業
の
労
働
生
産
性
は
、
ア
メ
リ
カ
の

53
・
9
％
と
、
と
て
も
低
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
他
の
先
進
諸
国
と
比
較
し
て
も
と
て
も

低
い
水
準
で
す
。
私
た
ち
は
こ
の
現
実
を
真

摯
に
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
こ
と
は
特
に
地
方
の
中
小
企
業
に
仕
事
量

の
減
少
と
強
い
コ
ス
ト
低
減
圧
力
と
な
っ
て

厳
し
い
経
営
を
余
儀
な
く
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
は
素
晴
ら
し
い
人
財
と
現
場
力
が

あ
り
ま
す
。
企
業
力
は「
経
営
力
＋
現
場
力
×

従
業
員
の
や
る
気
と
忠
誠
心
」（
図
３
）
と
い

う
方
程
式
で
表
せ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
も

の
づ
く
り
の
現
場
を
基
本
と
し
た
労
働
組
合

か
ら
の
経
営
提
言
に
よ
り
、
良
い
強
い
経
営

と
良
い
強
い
現
場
を
つ
く
り
、
組
合
員
の
絆

と
団
結
の
強
化
に
よ
り
従
業
員
の
や
る
気
と

忠
誠
心
を
高
め
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
良
い

強
い
企
業
と
な
り
、
労
働
生
産
性
を
高
め
て

国
際
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

経
営
提
言
で
大
切
な
の
は
、
マ
ク
ロ
経
済

を
鳥
瞰
し
た
上
で
、
も
の
づ
く
り
現
場
を
ベ

ー
ス
と
し
た
経
営
と
現
場
の
カ
イ
ゼ
ン
提
言

で
す
。
そ
し
て
実
効
性
の
高
い
経
営
提
言
を

行
う
た
め
に
は
、
経
営
と
現
場
カ
イ
ゼ
ン
に

関
す
る
知
識
・
知
恵
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

不
断
の
カ
イ
ゼ
ン
活
動
は
会
社
の
経
営
力

と
現
場
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
、
経
営
対

策
活
動
に
お
い
て
は
カ
イ
ゼ
ン
手
法
に
よ
る

経
営
提
言
が
と
て
も
有
効
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
ユ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
が
も
の
づ
く
り
シ

ニ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
ス
ク
ー
ル
な

ど
の
地
域
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
、
経
営
と
現

場
改
善
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
し
、
労
働
組
合

の
経
営
提
言
力
を
高
め
る
事
が
必
要
で
す
。

４ 

お
わ
り
に

　

も
の
づ
く
り
シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

養
成
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
て
、
も
の
づ
く
り

現
場
に
は
大
き
い
改
善
余
力
が
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
現
場
の
生
産
性
を
２
倍
に

す
る
事
は
本
気
で
取
り
組
め
ば
達
成
で
き
ま

す
。
同
時
に
経
営
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も

必
要
で
す
。
そ
の
活
動
の
中
核
と
な
る
の
は
、

労
使
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
推
進
す
る
カ
イ

ゼ
ン
活
動
で
す
。

　

経
済
産
業
省
が
展
開
す
る
「
も
の
づ
く
り

カ
イ
ゼ
ン
国
民
運
動
」
は
、
各
地
に
設
置
さ

れ
る
地
域
ス
ク
ー
ル
を
中
心
と
し
て
、
経
営

と
現
場
を
カ
イ
ゼ
ン
す
る
カ
イ
ゼ
ン
人
財
を

育
成・活
用
し
て
、
良
い
強
い
会
社
を
つ
く
り
、

労
働
生
産
性
を
向
上
さ
せ
て
日
本
の
国
際
競

争
力
を
飛
躍
的
に
高
め
る
事
が
出
来
る
と
考

え
ま
す
。

電機連合西奥羽地方協議会 事務局長

井上 正則 いのうえ・まさのり
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1982年	 山形県立米沢工業高等学校卒
1982年	 ＮＥＣ米沢（株）に入社
1992年	 米沢日本電気労働組合書記長に就任
2001年	 ＮＥＣカスタムテクニカ労働組合
	 執行委員長に就任
2006年	 電機連合西奥羽地方協議会
	 事務局長に就任


